「世に 母と して、 そ は 基督教 信者た る を 要せず、 また 

如何に 不真面目なる 女 にても よし、 その 娘が、 舞台に 

立たん より は、 寧ろ 墓の 下に 眠らん こと を 望まざる も 

の あらん や」 と。 

十八 世紀 は、 自由 感想の 天下で ある。 更に、 ク レエ 

ロン、 ル. カアン、 フ ァヴァ ー ル、 アド リエ ンヌ. ル 

クウ ヴル ウル 等の 名優 を 輩出した 時代で ある。 

ヴ オル テ エル は 一生、 役者の —— 殊に 女優の II 頼 

もしき 味方であった。 

之に 反して、 ジ ヤン. ジャック. ルソォ は 俳優なる 

もの を 眼の 敵に した。 曰く 



十九 世紀に 至って、 「虐げられ たる もの ゝ 反抗」 が 

眼 を 覚ます。 それと 同時に、 タルマ、 ルメェ トル、 マ 

ルス、 ジョル ジュゴ ット、 ラシェル .：：• 等の 天才 俳優 

が 簇出す る。 「虐げられ たる もの、 味方」 として、 ヴィ 

ク トオル • ュゴォ が 現 はれる。 雄弁なる 俳優の 庇護 者 

である。 

忘れて はなら な いこと は、 ュゴォ も 云った やうに、 

「人 は、 自分 を 悦ば せる もの を 何とかして 復謦 したい」 

傾きの ある ことで ある。 この 点で、 日本の 新劇 俳優 諸 

君 は、 当分、 誰から も 軽蔑され る 心配 はない。 



今日、 仏蘭西の 俳優 は、 勲章 も 貰へば、 —— 珍しく 

もなから うが (なかなか どうして) —— 元老院 議員の 

晩餐会に も 招かれる。 —— 日本 だって 〔# 「だって」 は 

ママ〕 何とか 公爵が 招待した とい ふんで せう。 違 ひま 

すよ、 それ は、 招待の しかたが。 わかる でせ う。 —— 

君、 もっと 飲み 給へ。 —— へえ、 もう 結構で。 —— こ 

れゃ、 招待 ぢ やない。 

ルュ シャン • ギ イト リイなん ていふ 役者 は なかなか 

威張って る やうです ね。 その 辺の 流行作家 連 を 小僧 扱 



ひに して、 文部大臣 なんか 屁と も 思 はず、 ブゥ ルジェ 

や アナ トオル • フランスの 劇作 は、 殆ど 自分が 骨 組 を 

こしら へて やった やうな ものな の を、 それが 当って、 

表向きの 作者が 鼻 を うごめかして ゐ ると、 それ を 見て、 

にやり と 笑って、 「おい、 サシャ 公 (これ は 枠の 名です) 

てめ え、 一体、 いくつに な るんだ い」 てな こと を 嘯い 

てゐ るんで すから ね。 

仏蘭西と いっても、 巴 里の ことし か識ら ない が、 巴 

里に ある 劇場と いへ る 劇場 五十 あま リは、 それぞれ 若 

干 専属 俳優 を 有し、 そのうち、 国立劇場 四つと、 前衛 

(先駆) 劇場 二三 を 除いて は、 多く は 何れも、 毎 興行 一 、 



二人の 所謂 「ヴデ ット」 を 招聘す る 制度に なって ゐる。 

此の 「ヴデ ット」 とい ふやつ、 甚だ 怪しからん もの 

で、 俳優に 支払 ふ 給料の 大部分 を 一人でせ しめてし ま 

ふので ある。 

「ヴデ ット」 と は、 云 は、 V、 立 役者で、 看板 役者で、 

花形で、 之あって、 お 芝居が お 芝居に なり、 客足が つ 

き、 作者が 泣き 笑 ひ をし、 幕が 何度も 上ったり 下りた 

リす るので ある。 

此の 「ヴデ ット」 の 中に、 なかなか 名優が ゐ るから 

仕方がない。 ァカデ ミ シャンの 中に 稀代の 天才が 紛れ 

込み、 代議士の なかに 相当 話せる 人物が 混って ゐ たり 



する やうに。 

それでも、 一晩に 一 萬 五 千 法 (二 千 五 百 円) 取る の 

は 少し ひどい。 ー晚千 法の きめで、 その外、 全 収入の 

一 割と いふの は 珍ら しくない。 

俳優 組合の 規定で は、 一 季節 間の 契約なら、 一 ヶ月 

最低 給料 六 百 五十 法、 一 興業 期間なら、 一 晚 三十 法と 

いふ ことにな つて ゐる。 但し 「ュ チリ テ」 と 呼ばれる 

役、 まあ 端役 だ —— 「奥 さま、 御 食事の 用意が 出来 ま 

した」 と 云って 引 込む やうな 役 —— これ はー晚 十五 法 

(二 円 五十 銭)。 



「それで みんな か」 

「まだ 少 いって 云 ふの」 

「 …… (独 言) 畜生、 花屋の やつ、 一 つ 誤魔化し やが 

つたな」 

国立劇場 は、 俳優 組合と 関係な しで、 俳優 を 虐待し 

てゐ る。 最初の 一年 は 月 五 百 法。 二 年た つと 六 百 五十、 

これが ォ デオン 座の 相場で ある。 コメ ディ ー. フラン 

セェズ の 方 は、 これより 鼻糞 ほど 余計 出して ゐる。 尤 

も 幹部に なると、 相当の 収入 は ある。 ブ ウル ヴァ アル 

のヴ デット ほどで はなく とも、 コメ ディ— の 一流 女優 



仕方が ありません からね」 さう 云 ひさう である。 

わが 敬愛す る B 夫人の 如き は、 タイピスト にも 劣る 

服装 をして、 平気で 町 を 歩いて ゐる。 

ヴィ ユウ • コ ロン ビエ 座で 面白 いのは、 夏季 巡回 興 

業の 制度で ある。 それ は、 同座の 俳優 を 夫 または 妻と 

する もの は、 希望に より 手当 を 給して 一 座と 共に 旅行 

をさせる ことで ある。 勿論、 座員の 資格 を 以て、 V ある- 

無言 役と して 舞台に も 立つ とい ふ 条件 附 である。 

通信 省の 一 小官 吏が、 ヴィ ユウ. コロン ビエ 座附女 

優 を 妻と して ゐる お蔭で、 懐 を 痛めずに 炎熱の 巴 里 を 



稽古 全部 欠席 —— 百 分の 四。 

—— 此の 割合 は、 稽古の 最後の 四日 間に 限り 三倍 

とす。 

一 寸、 厳しいで すね。 

稽古 は 一 日 四時 間 以上 はしない 規定に なって ゐる。 

そして 午後 一 時半から 八 時までの 間に 於て 行 ふこと に 

なって ゐる。 興行 時間 を 最大限 四時 間 (普通 二 時間 半 

乃至 三時 間 半) として > ある。 

但し、 最後の 二日に 限り、 一時間 だけ 延ばして もい、、 

つまり 五 時間 やれる わけで ある。 

稽古 中 は、 少く とも 一 日 十 法の 割増 手当が 出る。 



まで も 支給す る。 舞台 用と 限って あるから に は、 それ 

を 着けて 外へ は 出られない。 少々 不便で ある。 

病気 又は 懐姙の 場合 は、 之 を 理由と して 俳優 を 解雇 

する こと は 出来ない。 

懐姙の 為め 休業 中 は、 一 日 十五 法 以上の 手当 を 給料 

の 代りに 与へ る。 

病気 は、 十五 日間 を 限り、 これ また 給料の 代りに 十 

法 以上の 手当 を 給す る。 

或る 寄席 (ミ ュジク • ホ オル) で、 一 人の 歌劇 女優 



を 傭 入れた 時、 その 契約書に、 こんな 文句 を 書き入れ 

てあつた。 

「X 夫人 は、 閉幕 後と 雖も、 午前 二 時まで 劇場に 在 

る ものと す。 

夫た る X 氏 は、 閉幕と 同時に、 如何なる 事情 ある も 

劇場 を 退去す ベ きこと を 契約す」 

乱暴です ね。 言語 同断です ね。 

既婚の 婦人 は 夫の 認可な くして 劇場に 傭 はれる こと、 

また 劇場 側から 云へば、 傭 入れる こと は 出来ない 法規 

が ある。 



云 ふ。 

おや、 こんな こと をお 話しす るので はありませんで 

したね。 

「コ ポオさん にお 会 ひに なりた いんです か、 ヴィュ 

ゥ- コロン ビエの …… 。 大使 か 文部大臣の 紹介状 を 持 

つて ゐ らっしゃい」 

これに は 一 寸面 喰った。 

コ ポオ は 愛国者で ある。 ララ 夫人 は 左傾 党で ある。 

その ララ 夫人が、 亜米利加 あたりから 流れて 来た 日 
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